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寄稿　創刊時の思い出と今後に向けての期待

青木玲子
公正取引委員会  委員

（創刊時 九州大学理事・副学長／男女共同参画推進室長）

ポリモルフィア創刊号の企画は、私が男女共同

参画担当の理事・副学長として九州大学に赴任し

た2014年秋には、すでに当時の同室企画広報環

境整備部門長の近藤加代子先生を中心に進行して

いました。九州大学は、文部科学省の補助事業『女

性研究者支援モデル育成』事業に「世界へ羽ばた

け！女性研究者プログラム」（2007－2009年度）、

『女性研究者養成システム改革加速』事業に「女

性枠設定による教員採用・養成システム」（2009

－2013年度）が採択された実績があり、九州大

学独自の取り組みにより、３つの学内保育施設の

開園や研究補助者雇用支援など女性研究者の環境

整備が進んでいました。

印象的であったのは新たに創刊された雑誌の名

前が「ポリモルフィア（多様性）」であったこと

です。今でこそ多様性は重要な社会課題になって

いますが、当時は男女共同参画が課題で、さらに

包含的な社会システムは萌芽期でした。すでに次

年度から始まる文部科学省補助事業「ダイバー

シティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」

（2015－2020年度）への布石を打っていたわけ

です。

私はもともと経済学者であり、国際担当理事で

もあったので、米国NSF Kellina Craig-Henderson

氏、北海道大学の大野由夏先生、安部由起子先

生を九州大学へお招きして 2015 年秋にワーク

ショップ「科学と教育分野及び労働市場における

女性の参画拡大を科学する」を開催しました。そ

の抄録がポリモルフィアの創刊号に掲載されてい

ます。

室長に就任して男女共同参画推進室が力をいれ

たのは配偶者帯同雇用でした。私はコンセプトを

紹介したと自負していますが、制度を実現したの

が、副室長の井上眞理先生（現九州大学名誉教
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授）でした。ポリモルフィアVol.2の巻頭言に井

上先生ご自身が経過をまとめられています。私の

役目は同号に掲載されている配偶者帯同雇用と

Gendered Innovation に関するシンポジウムの手

伝いでした。登壇いただいた（以下当時の職名）

スタンフォード大学Londa Schiebinger教授、科

学技術振興機構（JST）渡邉美代子副理事、朝日

新聞高橋真理子編集委員、日本大学大坪久子上席

研究員、三重大学小川眞里子名誉教授のご講演や

討論の様子は抄録が掲載されているVol.2の特集

をご覧ください。

ポリモルフィア創刊後の10年を振り返ってみ

ると女性研究者の研究支援、育児支援、託児所な

どは九州大学をはじめ全国の各大学で整備されて

きました。女性教員比率も増大し、管理職の女性

も増えつつあります。しかし、大学入学前の若い

世代に目を向けると、日本の女子生徒は中学ま

ではSTEM科目が国際的な比較でも優秀であるの

に、大学での女子生徒のSTEM分野への進学はま

だまだです。最近の研究では高校での進学指導な

ど大学入学前での啓発（差別やUnconscious bias

への対応も含む）への資源投入が起きてきました。

九州大学は地域の中心的な大学であり、九州全

域をはじめ全国から、あるいは近隣諸国から優秀

な学生がアクセスしやすいという立場にありま

す。STEM分野への女子学生の進学促進や、女性

研究者の活躍推進のための現在の取り組みをさら

に広く、深く発展させることが期待されます。

私は現在女性研究者支援よりは、公務員の男女

参画が課題の環境にいます。しかし、今年度は日

本経済学会会長として、女性研究者の支援の前線

に関与しています。あらためてポリモルフィア創

刊のころの経験と課題を考えています。ポリモル

フィアを読み続けながら、これから先の10年の

進展に大いに期待し、見守っていきたいと思いま

す。

 （挿入図等は編集委員会による）
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